作業工程計画書（訓練課題作成手順書）

	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理

工具の確認・整備

材料の確認
	

	１．墨出し、器具取り付け
２．ケーブルの導入・配線
３．接続・収納
４．コネクタの取り付け
５．配管
５．ツイストペアケーブルの配線・取り付け
５．目視点検

７．導通確認
８．清掃

	器具（接続箱、スイッチボックス等）を取付ける際に基準となる線を引く。

接続箱を作業板上に配置する際は（傾き）に注意する。
ドロップクロージャ内で幹線と（ドロップ）ケーブルを融着接続で接続する。
光ドロップ・インドアケーブルを成端箱へ導入する際は、挿入長を合わせ、ニッパ等で心線を切断しないように気をつける。冶具を使用し確実に把持させる。
成端箱内はメカニカルスプライス法により1心のみを接続し、余長を収納する。心線の曲げ半径は15mm以上とし、ねじれやはみだしに注意する。
現場組立てSCコネクタを作成する際は、コネクタ内の心線と挿入した心線が（突き当たる）ことを確認する。
CD管による配管作業を行う。
（ボックスコネクタの取付け、サドルの取付け、
曲げ半径等に注意する）

ツイストペアケーブル用の通線作業と器具（モジュラジャック・（モジュラプラグ））の取り付け作業（成端作業）を行う。（ケーブルや器具を傷つけないように注意する）
器具の取り付けやケーブルの接続等に誤りがないか確認する。

（可視光源）、OTDR、ケーブルテスタを用いて、導通の確認を行う
使用済みのコットンや被覆の屑はゴミ箱に入れる等して片付けを行う。

	


（　　　　）内に当てはまる適切な語句を選択肢から選んで記入しなさい。


選択肢　　　　　　水平、傾くように、インドア、ドロップ、突き当たる、触れない、スイッチ

モジュラプラグ、コンセント、可視光源、絶縁抵抗計、回路計
